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左官業で創業し、建設請負業で会社組織に
地元の公共工事を主体に事業を展開

１９６３年 大宮市（現さいたま市）出身
７７年 日本大学第一高等学校卒業
８５年 日本大学生産工学部建築学科卒業
同 年 勝村建設株式会社入社
８９年 蓜島工業株式会社入社
９９年 代表取締役に就任

２００６年 ハイシマ工業株式会社に社名変更

国際ロータリークラブ
大宮シティロータリークラブ 前会長
埼玉県大宮西警察防犯協力会 副会長

同上 友の会 理事

ハイシマ工業株式会社は、創業以来『夢を
かたちに…』を合言葉に、一般住宅をはじめ
テナントビルや地元公民館などの建築工事に
おける設計施工管理に関わる全ての業務に携
わり、総合建設業として２０１３年２月に創業６０
周年を迎えた。
１９９９年に２代目社長に就任した蓜島一弘社
長は、技術力の強化と ISO９００１、ISO１４００１
の取得に取り組み、地元の公共工事の受注拡

大を図る一方、総合建設業としてマンション
やビルの建設工事や改修工事、コンクリート
ハウス住宅など一般住宅にも力を入れる。
２００３年からは欧米の省エネ住宅の研究に取り
組み、２００９年に国土交通省の先導技術開発助
成金を受けて、「さいたまパッシブハウス１５」
の建設による実証実験の後、湿気の多い日本
向けのパッシブハウス（超高断熱・高気密住
宅）を開発した。
「豊かさと暮らしの価値観を見出し、社会

の発展に貢献すべく変化を先取りし、斬新な
発想とチャレンジ精神をもって、どんな夢も
かたちにしていきたい」と、蓜島社長は語る。

創業６０周年、会社設立５０年周年おめでと
うございます。はじめに創業時の経緯につい
てお聞かせください。
祖母から聞いた話では先々代は地元で機屋

をやっていたようです。時代の流れとともに
機織りは衰退し、先代は農家となり米作りを
していました。収穫間近になると作物が台風
の被害を受けることが度々あり、天候に左右
される農業から左官業へと転身し、１９５３年に
蓜島工業所を創業しました。
創業の頃は、日本の高度成長期に当たり木

造の建物が次々にコンクリートのビルに生ま
れ変わった時期です。百数十人の職人を抱え
る規模の左官屋となる中で、東京都職員のお
客様と出会い「そこまでやっているなら建設
業になって元請をやったらどうか」とアドバ
イスを受け、１９６３年に蓜島工業株式会社を設

インタビュー

『夢をかたちに…』を合言葉に街づくりにかかわり６０年
冷暖房費が約４分の１になる次世代の超省エネ住宅を開発

蓜島 一弘 ハイシマ工業株式会社代表取締役

はいしま かずひろ

蓜島 一弘 氏
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いち早くコンピューターを導入しCAD化
技術力の強化を推進し ISO９００１、１４００１取得

立して建設請負業を開始しました。１９６３年は
私が生まれた年、これを契機に父は変革を求
めて建設業に進出したのでしょう。そして、
同時に私の運命も決まったことになります。
建設請負業になってからは、地元の公共事

業を主体にやってきましたが、入札では会社
の歴史、規模などで受注が決まるため、徐々
に段階を踏みながら事業を拡大する時代が２０
年間ぐらい続きました。
大学卒業後、私が東京の建設会社で働いて

いたころ、工事に行った先で「埼玉には、昔、
蓜島左官というのがあって…」という話が出
たことがありました。父は、東京のフジサン
ケイビルなどいくつかの時代を代表する建築
物の工事にも関わっていました。その時に、
たとえ人が亡くなったとしても建物は残り、
周りの街並みと調和しながら後世に残ってい
くのだと思いました。

１９８９年に東京での修業時代を経て、御社
に入社されていますが、入社後どのような事
に取り組まれて来たのですか。
まず、仕事の効率化を図るために製図台を

なくしてコンピューターを導入しました。今
から２５年ぐらい前ですからコンピューターは
出始めたばかり、価格も高く先代からは導入
を見送るように言われました。しかし、学生
時代からコンピューターに興味があってその
利点を知っていましたから、自分の給料で買
うからと押し切り、数年後には従業員に一人
一台コンピューターを持たせCAD化を推進
しました。CADならば同じものを何度も描
く必要がなく、時間を有効かつ経済的に使う
ことができます。

コンピューター操作より図面を描きなお
した方が早いと言われませんでしたか。
そこは根気よく説明しました。最初の頃は

パソコンが高価だったために何台も自分でパ
ソコンを組み立てました。また、自分の会社
だけでなく取引先や他の会社にもコンピュー
ターの導入を勧めようと、青年会議所や商工
会議所にコンピューター部会をつくり、普及
に努めました。マニアックなところがあり、の
めり込んだらとことんやる性格です。でも、そ
うしないと新たな発見はできないと思います。
また、入社後十数年間現場を経験する中で

技術の強化が重要であることに気づきました。
公共事業の入札時には経営事項審査というの
があり、ランクによって応札できる仕事が限

当社の公共施設施工例―旧大宮地区の庁舎新築工事と埼玉大学教育系総合研究棟改修工事（右）
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次世代を見据えたエコ住宅への取り組み
「さいたまパッシブハウス１５」で検証

られてしまうのです。そこでランクアップを
目標に掲げ、報告・連絡・相談の徹底や建設
事例の報告や研究を行う技術会議を開くなど
して技術力の向上に努め、２００２年に ISO９００１
（品質マネジメントシステム）、２００３年に ISO
１４００１（環境マンジメントシステム）を取得
しました。２、３年ごとにランクを上げるこ
とで受注量も拡大してきました。
ビルやマンションなどを建設する一方で個

人住宅にも力を入れ、保温性の高いコンクリ
ート住宅に着目しチャレンジしましたがコス
ト面で合わなかったこともありました。

現在はパッシブハウス（超高断熱・高気
密住宅）の普及に取り組まれているそうです
が、どのようなきっかけがあったのでしょう
か。
日本の住宅仕様は、昔も今も根底に流れて

いるものは変わっていません。変わっている
とすれば、建材メーカーが出す新製品を取り

入れる程度で、基本的に日本の住宅寿命は欧
米に比べれば極端に短いのです。建築後３０年
経ったら壊してまた建て替えるといった慣行
は当社の住宅に対する取り組み方と異なって
います。
省エネ住宅への取組みには、学生時代に出

会ったパッシブハウス理論の小冊子が少なか
らず影響しています。その冊子には、自然を
受け入れて暖房に頼らない省エネ型の建物や
当時は今ほど耳にしなかったパッシブソーラ
ーなどが載っていました。ドイツパッシブハ
ウス研究所の性能基準を研究、パッシブハウ
スにはアメリカバージョンやヨーロッパバー
ジョンがありますが、ヨーロッパバージョン
の中にも個人レベルの規格や大学研究機関の
建築基準など様々なものがあり、NPOに入
ってそれらを研究していくうちに、いつしか
従来の日本の住宅仕様とは違う差別化された
パッシブハウスを創ってみたいと考えるよう
になりました。
２００３年から毎年のようにヨーロッパ、アメ
リカ、中国を訪れてパッシブハウスを見学し
ました。特にドイツとスウェーデンには何度

超高断熱・高気密「パッシブハウス１５」の実証実験
用エコ住宅です。（左上）ドイツで生まれたパッシ
ブハウス理論に基づいて、日本の環境に合わせて高
断熱・高気密により、少ない冷暖房エネルギーで快
適・健康な環境をつくり出すことができる住宅です。
スウェーデンのパッシブハウス１号に採用された実
績を誇る熱交換換気システム「Rec Temovex」を
導入しています。
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も行って、どれを選択したら日本の基準とし
て収まりがつくかなど検討しているうちに、
日本では湿気が多い問題があるからそれを計
算式に入れようという方向に進んでいきまし
た。それが国土交通省の「住宅・建築関連先
導技術開発助成事業」として採択され、京都
工芸繊維大学、神戸大学などとのコラボレー
ション（産学共同研究）として行われました。
その補助金で２００９年さいたま市見沼区大谷に
「さいたまパッシブハウス１５」を建て、湿気
の多い日本の気候に合うパッシブハウスの研
究開発がスタートしました。

パッシブハウスについて、もう少し説明
していただけますか。
パッシブハウスは、少ない冷暖房コストで

快適環境を実現する建物です。海外では、セ
ントラルヒーティングを使わない「無暖房住
宅」と呼ばれることもあります。人は１時間
当たり１００ワットの熱を出すと言われていま
す。理論的には４人いれば４００ワット／時で
すから、熱を外に逃がさなければ暖房はほと
んど必要ないということになります。そのた
めには断熱性能と気密性が高い建物でなけれ

ばなりません。
「さいたまパッシブハウス１５」は年間冷暖

房エネルギー消費量を、１９９８年に国が定めた
「Ⅳ地域の次世代省エネ基準：冷房・暖房で
１５，２３２kwh／年」（注）に比べ７６％削減し、その
約４分の１の３，５７０kwh／年を達成していま
す。さらにドイツの省エネ基準と比べても半
分以下の数字です。
また、１時間毎に人間が排出する水蒸気あ

るいはそれ以上の水蒸気が、建物にどれだけ
ダメージを与えるのかなどのデータを採取し、
「蒸暑期にも有効な超高断熱・高気密住宅（パ
ッシブハウス）に関する技術開発」レポートを
まとめてⅣ地域の基準作りにも貢献しました。

超省エネ住宅と言われる理由がわかりま
した。地球環境に優しい次世代を見据えた住

「パッシブハウス１５」の熱交換換気システムと通常の換気方法
との比較（上）、室温を年間を通して１８～２７℃に保つ冷暖房エ
ネルギー消費量（延べ床面積１１９㎡ 一戸建て Ⅳ地域）を次世
代省エネ基準に比べ７６％削減（右上）、２０１１年２月１日～２８日
の測定では外気温に左右されずほぼ一定の温度に保つ性能が得
られる結果となった（右下）

（注）次世代省エネ基準
延べ床面積１１９㎡の一戸建て住宅をベース。気
候によって全国を６地域に区分し地域毎に省エ
ネ基準が定められている。埼玉県全域はⅣ域に
該当する。Ⅳ地域には日本の人口の８０％が住ん
でいて、大部分の人たちの住まいに当てはまる
指標
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宅には、どんな省エネ技術が使われているの
でしょうか。
一番重要なのは建物自体の断熱性能と気密

性です。省エネ住宅に断熱材を使うのは当た
り前ですが、断熱材の使い方次第では、断熱
材を使用しても結露が発生することがありま
す。一度断熱材に水がたまると、どんどん悪

い状況に進み建物に重大なダメージを与え、
寿命を短くしてしまいます。当社では結露を
しないように壁には水蒸気が外に移動できる
断熱技術を使っています。
気密性に関しては、空気が漏れそうな結合

部分など全てにテーピングします。もし、キ
ズをつけるとそこから温めた空気が逃げてし

「パッシブハウス１５」の空調設備に採用されているスウェーデン REC社の熱交換換気システム「Rec Temovex」の仕組み
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高性能な熱交換器による空調設備も導入
スウェーデン REC社と日本総代理店契約

まうので細心の注意を払います。この辺が大
きなポイントで高い技術と経験が必要になっ
てきます。当社では営業レベルでも気密測定
士の資格を持ち、建物に風圧や水圧をかけて、
引いたり押したりして空気が漏れていないか
を調査しています。
しかし、革新的技術をどんどん高めてハイ

スペックで営業することだけを考えているわ
けではありません。例えば、熱が逃げやすい
部分として窓やドアの開口部があります。ヨ
ーロッパだと二重窓であったりロック式のド
アだったりしますが、これと同じ仕様にする
と、高価で手の届かないものになります。日
本はそこまで必要もありません。提案したい
のは手の届くパッシブハウスです。
照明はエネルギー使用量を削減でき、発熱

を軽減できる LED照明を使用します。これ
も価格が高いのでドイツやオランダの電機メ
ーカーが製造委託しているアジアの工場に行
って交渉し、そこから直接仕入れてコストを
削減しています。また、断熱材も厚くする必要
があるのでコストが高くなるため、再生した
新聞紙を毛羽立たせてつくる断熱材、セルロ
ーズファイバーの開発にも取り組んでいます。
どこのハウスメーカーも省エネ住宅と言っ

ていますが、建物自体の燃費基準はどこにも
ありません。ですから、消費者はどのメーカ
ーがどう省エネしているのかを比較すること
ができません。これからはこうしたものをデ
ータで示していく必要があると思います。

今後の事業展開について、どのようにお
考えですか。
パッシブハウスでは、温かい空気を逃さな

いために断熱性能と気密性が重要であるとお
話しましたが、それと同時に大切なのが換気
です。省エネ住宅では１時間に０．５回の換気
が定められています。２時間に１回窓を開け
て室内の空気を外気と入れ替えることになり
ますが、それではせっかく温めた空気が逃げ
てしまいます。換気扇も同じです。そこで、
パッシブハウスでは高性能な熱交換器を使っ
て換気を行います。
熱交換器は、汚れた室内空気の熱を回収し

ながら新鮮な外気と入れ替えます。「さいた
まパッシブハウス１５」には、世界で初めてパ
ッシブハウスを創ったときに使われたスウェ
ーデン REC社の換気システムを設置し、外
に失われる熱エネルギーの８０％超を回収して
います。また、１．０～０．０１ミクロンまでの粒
子を除去する高性能なフィルターも使われて
いて、花粉症の原因となるスギ花粉や建材・
家具から出る有害物質、PM２．５などを確実
に除去します。エアコンや換気扇、空気清浄
機などとは比較にならないほど静かなのも大
きな特長です。
つい先ごろ、スウェーデンの REC社に行

き、日本の総輸入代理店契約を締結してきま
した。温かい空気を逃がさないこのシステム

「パッシブハウス１５」では「冷房３０kwh／㎡年＋暖房３０kwh／㎡年以下」と
「次世代省エネ基準 Ⅳ地域」の１／４の省エネを達成している
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は北海道や長野県などの寒冷地で多く使われ
ていますが、高性能フィルターを使用してい
るので、老人医療の施設や簡易クリーンルー
ムなどにも十分対応できます。建物の改修工
事をするときには、壁の断熱工事とともにこ
のシステムを入れれば冷暖房費がぐっと下が
ると同時に空気がきれいで静かな快適環境を
実現することができます。
今後は、パッシブハウスを広めていくとと

もに、換気に対する認識をより高く持ってい
ただくことで快適で安全性の高い家づくりを
提案し、REC社の２４時間換気システムも販
売をしていきたいと思います。

断熱性能、気密性、換気システムの３つ
がそろった住宅がパッシブハウスなのですね。
欧米の住宅の寿命は１００年以上、３世代に

わたって住み続けることができます。日本で
は大学を卒業した人が生涯で得られる収入は
約２億円と言われています。２５歳で結婚した
として食費が２，０００万～３，０００万円、車を何台
か乗り換えて１，０００万円、そして子供の学費
に…、そのように足していくと、住宅に充て
られる金額は３，４００万～３，５００万円になります。
おじいちゃんが家を建てて孫の代まで住み続
けるとすれば、住宅に充てる金額が約６，０００
万円省ける計算になります。そのお金を有意
義に使えれば、人生の価値を高める生き方が
できると思うのです。
日本の気候や風土に合ったパッシブハウス

というだけでなく、三世代にわたって住み続
けられる理想の家を作り、そのことで家族が
人間らしい価値観を満喫できる人生を目指せ
たらと思います。もちろん、ただ住み続ける
というだけでなく、快適に健やかにという付
加価値を伴ってです。「建物づくりを通じた
美しい街づくり」に貢献できるように斬新な
発想をもってチャレンジし、創業以来のテー

マである『夢をかたちに…』を実現していけ
たらと思います。

経営理念についてお伺いします。
理念というような大げさなものはありませ

んが、これまで培ってきたものや普遍である
べきものを大切にしながら、時代とともに変
化させるべきものに対しては常に親しみをも
って物事に対処していきたいと思います。短
い言葉で言えば「不易流行」、これが好きな
言葉です。

社員に対して期待することは何ですか。
すでに多くの社員が当社の省エネ住宅を建

て、その生活を肌で感じ取っています。その
実感をさらにより多くの人に広められるよう
になってもらいたいと思います。

最後の質問ですが、ご趣味は。
仕事の関係でたくさんの家を見ています。

家を見ることが趣味といえるかもしれません。
大学時代に出会った冊子に理想の家を見

出し、それを日本に合った形で普及しようと
する蓜島社長。世界基準の省エネ住宅「さい
たまパッシブハウス１５」に日本の次世代の省
エネ住宅のヒントがいくつもあると思いまし
た。
本日はありがとうございました。

ハイシマ工業株式会社

創 業 １９５３年
設 立 １９６３年
資 本 金 ５０００万円
売 上 高 １２億円３０００万円（２０１２年２月期）
従 業 員 ２２名
本 社 〒３３１‐００５９

さいたま市西区水判土２６‐５
電 話 ０４８‐６２４‐２６１１
ホームページ http : //www.haishima.net/
取 引 店 指扇支店


